
別紙 
       下呂農林事務所の普及活動状況   令和６年１月３１日 

■認定新規就農者等 就農状況確認と目標達成に向けた個人面談を実施 

 今年度、下呂地域では20名が認定新規就農者として夏秋トマト栽培に 

取り組んでおり、４月からは５名が新たに農業経営を開始します。また、 

就農計画認定期間が満了し、新たに認定農業者となり経営発展を目指す経 

営体もあります。 

 農業普及課では、１月に下呂市農務課担当者、ＪＡひだ益田営農センタ 

ー担当者とともに、就農計画や農業経営改善計画の進捗状況を認定新規就農者ら 

と共有し、その実現に向けて個人面談を実施しました。 

 個人面談では、今年度の経営で良かった点や課題となった点を聞き取る

とともに、目標達成に向けての助言や相談を行いました。 

認定新規就農者らは、自身の目標や行程が明確となるなど意義のある面談となり、今年度の栽培に向

けた意気込みも強く感じられました。 

 農業普及課では、個々の改善点を踏まえ、今年の天候に合わせた栽培管理を助言し、最大限の売上げ

となるよう、市やＪＡとともに支援を行っていきます。                    （地域支援係） 

 

■農業研修生 青年等就農計画立案の個別支援を実施 

 今年度、下呂地域では７名の就農希望者があすなろ農業塾長の下で農 

業研修を受けています。 

２年目の農業研修が始まる前に就農計画の立案に着手し、営農構想を 

より具体的に意識することで、実習で身につける知識に深みが増し、稔 

り多い農業研修となると考えています。 

昨年12月12日には、来年４月に就農予定の２名を対象に青年等就農計 

画の作成説明会を行い、研修生は就農計画の作成を開始しています。ま 

た、１月12日には、ワードやエクセルの操作に不慣れな研修生を対象に

、就農計画の様式の構成を説明するとともに、営農構想の聞き取りを行

い、それに沿った就農計画が作成できるよう、市役所担当者とともに個別支援を行いました。 

 農業普及課では、農業研修生の不安を少しでも軽減して、就農に向けて意欲的に取り組めるよう、 

市やＪＡとともに支援を行っていきます。                        （地域支援係） 

 

■水稲 法人経営体に対するぎふ清流ＧＡＰの指導を実施 

 下呂市乗政の（資）大黒屋農園では、椎茸や水稲、トマト等多数の品目

を栽培し、これまでに椎茸でぎふ清流ＧＡＰの認証を取得しており、同社

では、椎茸に続き水稲での認証取得を目指して取り組んでいます。 

農業普及課では、昨年の８月以降、同社に対し、ぎふ清流ＧＡＰの農場

評価に向けた改善指導を行っており、１月 22日には、受検前の最終確認と 

して、全評価項目についての事前農場評価を実施し、１月 29日には、ぎふ

清流ＧＡＰ推進センターによる農場評価を受検しました。 

同社の担当者からは、「農薬の保管やマスバランス等を客観的に確

認することができた。従業員との情報共有が図りやすくなった。品質保持に対する取り組み方法が理解で 

きた。」などの意見があり、ＧＡＰに取り組むメリットを実感されていました。 

ぎふ農業・農村を支える人材育成   

安心で身近な「ぎふの食」づくり   
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【個人面談の様子】 
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【個別支援の様子】 

【ぎふ清流ＧＡＰに取り組む担当者】 



同社では、今後、アスパラガスでのＧＡＰ取得も目指しており、農業普及課では、引き続き、ぎふ清

流ＧＡＰの認証取得に向けて支援を行っていきます。                       （地域支援係） 

 

■ほうれんそう 来年度の作付けに向けた個人面談を実施                               

 １月 19日、ほうれんそうの生産者３名を対象に、今年度の栽培の振り返り 

と来年度の施肥や栽培管理などについての情報共有を図るため、ＪＡひだの 

営農指導員とともに、個人面談を実施しました。 

個人面談では、土壌診断結果に基づいた来年の施肥管理について助言を行 

うとともに、各生産者が抱えている問題、課題などを把握し、助言や情報提

供等を行いました。 

 農業普及課では、今後もＪＡの営農指導員と連携し、生産者の売上が向 

上するよう、栽培技術などの情報提供を行っていきます。 

（地域支援係） 

■地域づくり 地域計画策定に向けた座談会を実施 

 四美地区では、豊かな水源や冷涼な気候を生かして、水稲やトマト等の

栽培が行われています。同地区では、１月 17 日に今後の四美地区の農地

をどのように管理していくのかを決める地域計画策定に向けた座談会が

下呂市主催で開催されました。 

 座談会では、農業者８名、ＪＡひだ、下呂市、下呂農林事務所農業振興

課、農業普及課が出席し、今後の四美地区の農地を守るための方策につい

て話し合いました。 

出席者からは、「四美地区を守るため、色々な品目を試作している。四美地区の景観を守るために

は公的機関にも協力してほしい。採草地を増やすことで、耕作面積を維持するのはどうか。」など、

積極的な発言があり、有意義な座談会となりました。 

今後、農業普及課では、市やＪＡと連携し、農業者からの意見や要望などの把握に努め、地域の実

情に合った地域計画の策定支援を行っていきます。                            （地域支援係） 
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